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JENESYS2017 大洋州第 1陣（招へいプログラム）  

（対象国：オーストラリア、キリバス、サモア、トンガ、ニュージーランド、

バヌアツ、フィジー、ミクロネシア） 

（テーマ：平和構築・歴史文化、防災・復興）の記録 

 

 

１．プログラム概要 

オーストラリア、キリバス、サモア、トンガ、ニュージーランド、バヌアツ、フィジ

ー、ミクロネシアより「平和構築・歴史文化」「防災・復興」に関心のある学生 91名お

よび引率者 4名が、11月 29 日～12 月 7 日の 8泊 9日の日程で訪日し、「平和構築・歴

史文化」「防災・復興」をテーマとしたプログラムに参加しました。一行は東京都内に

加え、「平和構築・歴史文化」グループは広島県もしくは長崎県、「防災・復興」グル

ープは宮城県を訪問し、日本の学生との交流やホームステイの他、プログラム中、日本

の歴史文化に関する知見を深めるとともに、日本の生活への理解と関心を深め、各々の

関心事項や体験について SNS を通じて対外発信を行いました。 

また、帰国前の報告会では、訪日経験を活かした帰国後のアクション・プラン（活動

計画）についてグループ毎に発表しました。 

 

【参加国・人数】 

学生：91名(オーストラリア 35 名、キリバス 2名、サモア 3名、トンガ 1名、ニュー

ジーランド 20 名、バヌアツ 7名、フィジー16名、ミクロネシア 9名 ※50 音順） 

引率者：4名（フィジー） 

 

【訪問地】 

東京都、広島県、長崎県、福島県 

 

２．日程    

11 月 29 日（水） 成田国際空港および羽田国際空港より入国 

11 月 30 日（木） 来日時オリエンテーション 

【都内参観】お台場 

12 月 1 日（木）～12月 5 日（火） 

グループ 1A：浅草寺参観後、広島県訪問 

グループ 1B：長崎県訪問（帰京後、12月 5 日（金）上智大学と交流） 

グループ 1C：浅草寺参観および復興庁訪問後、福島県訪問 

全グループ地方プログラム終了後、帰京 

（1）グループ 1A 

【平和構築】広島平和記念資料館、広島平和記念公園 
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【講義聴講】被爆者伝承講話 

【交流】ホームステイ、加計中学校 

【歴史文化】宮島・厳島神社 

【文化体験】もみじ饅頭作り 

（2）グループ 1B 

【歴史文化】大村公園、玖島城跡、グラバー園、浦上天主堂、出島 

【交流】ホームステイ、長崎大学 

【平和構築】平和公園、長崎原爆資料館 

【講義聴講】被爆者体験講話 

（3）グループ 1C 

【表敬・交流】いわき市、ホームステイ 

【復興】いわき・ら・ら・ミュウ、被災地（薄磯地区） 

【歴史文化】化石館ほるる 

【復興・体験】NGO ザ・ピープル（農業体験） 

12 月 6 日（水） 【歴史文化】国立博物館 

        報告会（訪日成果・帰国後の活動計画発表） 

12 月 7 日（木） 成田国際空港および羽田国際空港より出国 

 

 

 

 

３．プログラム記録写真  

  

11 月 30 日 オリエンテーション 12 月 1 日 浅草寺参観（1A） 

Nov 30th Orientation Dec 1st Visit to Sensouji Temple (1A) 
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12 月 1 日 ホームステイ先との顔合わせ

（1B） 
12 月 1 日 復興庁訪問(1C) 

Dec 1st Meeting with homestay families (1B) Dec 1st Visit to The Reconstruction Agency 

(1C) 

  

12 月 2 日 広島平和記念公園訪問（1A） 12 月 3 日 障子張替え体験（1A） 

Dec 2nd  Visit to Hiroshima Peace 

Memorial Park (1A) 

Dec 3rd  Experience of Repapering Shoji 

(1A) 

  



 

4 

  

12 月 3 日 ホームステイ家族と（1A） 12 月 3 日 長崎大学との学校交流（1B） 

Dec 3rd With Homestay family (1A) Dec 3rd Exchange program with Nagasaki 

University (1B)  

 
 

12 月 3 日 化石館ほるる参観（1C） 12 月 4 日 加計中学校との学校交流（1A） 

Dec 3rd Visit to Kasekikan Museum (1C) Dec 4th Exchange program with Kakei Junior 

High school (1A) 

 
 

12 月 4 日 平和公園（長崎）訪問（1B） 12 月 4 日 いわき市長表敬（1C） 

Dec 4th Visit to Peace Park in Nagasaki (1B) Dec 4th Courtesy visit to the Mayor of Iwaki 

city (1C) 
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12 月 5 日 上智大学との学校交流（1C） 12 月 6 日 報告会 

Dec 5th Exchange program with Sophia 

University (1C) 

Dec 6th Reporting session 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

◆ オーストラリア 学生  

  JENESYS プログラムによる日本での旅行は、私がこれまでにしたことで最も素晴らし

いことの一つであり、一瞬一瞬を心から楽しみました。 

 

◆ ミクロネシア 学生 

 この旅での一番の経験は、被爆者の体験講話を聞くことができたことです。ずっと昔

の話であるのに、今起きたことを語っているようにリアルであり、無実の人々の命を

奪った原爆がどんなものであったかを学びました。 

 

◆ フィジー 学生 

 ホームステイの経験は、いわき市の人々や日本人全体の温かさを示してくれた最高の

思い出です。被災した人々の復興に取り組む力に、本当に感銘を受けました。 

 

５．受入れ側の感想 

 ホームステイ受入家庭 

 とても楽しい時間を過ごすことができました。お互いの国のことを伝えあい比較する

ことで、よりよくお互いの国のことを理解することができました。 

 

 学校関係者 

貴重な機会をいただきました。参加した学生たちも非常に楽しく、充実した時間だっ

たと口々に言っておりました。また機会がありましたらぜひ受け入れたいと思います。 
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６．参加者の対外発信 

 
 

フェイスブックにて発信 

 

ウーロンゴン大学のホームページにて、

JENESYS プログラムの感想を発信 

 

My best shot so far @  peace_park, 

Nagasaki 

Today I also received confirmation that 

the marketing team at my university 

(University of Wollongong) published my 

story about the JENESYS trip on the 

university website! 
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７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表 

 

 

 

「この経験を広める方法」 

・これまでに議論された私たちの意見や

経験を含む、日本での体験ビデオを作成 

・この旅の間で、それぞれ東京、広島、

そして安芸太田と湯来でのホームステイ

での経験を録画 

・大学の広報に働きかけ、JENESYS 事業や

JOCA、日本を宣伝するような記事をニュ

ースレターに掲載 

「アクション・プラン」 

・地元コミュニティにて 

：友達、家族、宗教的・学術的グループ、

村の人々 

・ソーシャルメディアにて 

：Youtube、Facebook、ブログ、地元の新聞 

・USP にて 

：ニュースレター、50 周年記念式典、宣伝

パンフレット、オープンデー 

Ways to spread this experience 

• We’re making a video of our 

experiences in Japan which will 

involve our opinions and our 

experience discussed already. 

• Throughout our trip, we’ve each 

filmed our own experiences in Tokyo, 

Hiroshima, and our respective 

homestay towns of Akiota and Yuki. 

• We will approach our university 

writing clubs and ask them to put an 

article which promotes the JENESYS 

program, JOCA, and Japan in our 

newsletters. 

Action Plan 

Local Community 

・Friends 

・Family 

・Religious and academic groups 

・Villages 

Social Media 

・Youtube 

・Facebook 

・Blog 

・Local Newspaper 

Univercity of the South Pacific 

・News Letter 

・50th Anniversary Celebration 

・Promotional brochures 

・Open day 

 


